
 
 
 
 
 
 
 

 

満潮 増水のためか 

【活動日】6 月 26 日水曜日 

【天候】 曇り 28 度 行きは、満潮ほぼ止まってました帰りは下潮でスイスイ

微風 

【状況】満潮 増水のためか水質は今までにないほど綺麗でゴミもほとんど流

れてない状態 

【行先】 蒲生 ガストでモーニング  

【参加メンバー】清水、信幸、渋谷満、渋谷恵蔵、倉持、森岡、関根、長谷川、

T 木下 計 

8 名 陸上  間宮 

【ゴミの量】30 リットル×5、ペットボトルが多い、木材片×3、梅酒カラ瓶大

×1   
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特定非営利活動法人 草加市カヌー協会 
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草加パドラーズ  



 

森岡さんは 4 回目 蒲生まで下潮少し

不安な為 M 澁谷が牽引少しパドルの動

かし方がわかったように感じたそうです 

 

8 名が行きも帰りもかなりお団子状態で

移動出来ました。 

蒲生大橋裏の水路は満潮の時が入れます、倉

持さんが入ってくれて生ゴミが少し残ってます

の報告をいただきました。 

前々回一掃した所です蒲の中は生育よく中に

ゴミをたっぷりと蓄えてるようです中まで入れま

せん。 

出発前に 清水さんに 沈した時の質問

をしました。 

瞬間的にチンしてしまい、まず両足を抜く

ことを考えゴミが無かったから簡単に足が

抜けて助かったといいました。 

T 木下さんと M 澁谷は腰から抜けたから、足

が抜けて助かった？ 

と聞き返したら足が抜けたから腰が抜けたと

繰り返し腰が抜けると足が抜けてとどちらも

抜ければ大丈夫なんです。 

ただパドルは、すぐ足を抜く為、離したらしい。 

パドルで体を支える？パドルで水を打って反動で？のくだりは無い自分をまもるための色

んな救助・技術・補助の仕方・研究すべきことがいっぱいあるようです。 

皆さん、しらこばとイベント行きましょう 

報告 M 澁谷 


